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～ 政策的主要事業等の概要 ～



【 一 般 会 計 】 単位： 千円

款 項 目
整理
Ｎｏ

補正予算額
説　明
ページ

別添資料
ペ ー ジ

所　管　課

2 1 6 1 1,447 
1  企　画　課

6 1 3 2 7,911 
2  農林水産課

3 7,210 

4 7,523 
3  

5 3,300 

6 664 
4  

7 900 

2 2 8 3,675 
5  

9 100,000 

7 1 3 10 7,883 
6  商工観光課

9 1 4 11 3,864 
7  総　務　課

12 5,894 

13 14,709 
8  10  

10 5 5 14 100 
9  生涯学習課

新 … 本 年 度 か ら の 新 規 事 業

継 … 前 年 度 以 前 か ら の 継 続 事 業

拡 … 前 年 度 以 前 か ら 拡 充 し た 事 業

特 …

この内容に関するお問い合わせは …

　　〒786-8501　高知県高岡郡四万十町茂串町3-2

　四万十町役場　総務課（財政班）

　　　電　話　0880－22－3111（代表）
　　　Ｆａｘ　0880－22－3123

資

料

の

見

方

新
規
・
継
続
・
拡
充
の
別

※ 詳しくは平成24年度当初予算
　 説明資料にある「予算説明資
　 料の見方」をご覧ください。

ここしかできないまちづくり推進特別枠事業の場合

子ども司書養成事業

拠点ビジネス体制整備事業

園芸用ハウス流動化等促進整備事業

津波避難計画等策定事業

興津（向山）地区津波避難路等整備事業

森林組合運営強化資金貸付事業

地域防災計画策定業務

十和林業研修センター耐震補強工事

事 業 名

目 次

産業振興推進ふるさと雇用補助事業(観光分野）

江師加工場及び江師実験場管理・運営事業

戸別所得補償経営安定推進事業（人・農地プラン）

区長連絡会視察研修事業

産業振興推進ふるさと雇用補助事業（農業分野）

まとまりづくり産地整備事業



－ 1 －

平成24年度　６月補正予算資料

単位：千円

H22年度…岡山県高梁市（友好交流都市のまちづくりの取組を研修）

H23年度…新潟県柏崎市、上越市（防災及び地域自治区を研修）

H24年度…岩手県、宮城県内の被災地（防災の研修）

H25以降…毎年度協議のうえ実施 　

588 

(政策的主要事業等の概要説明資料)

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平22以前 平26以降 計

352 900 

平23 平24 平25

2,035 600/年 -

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

4-④  住民自らの手による地域づくりの促進

▲ 10 
9 研修旅費 1,214 
7

通行料、駐車料

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

▲ 24 

0 0 

バス借上料 306 

0 2,035 
11 燃料費

研 修 先：岩手県及び宮城県内（被災地）
テ ー マ：防災
研修期間：6月25日～6月27日（二泊三日）
参 加 者：20名（区長連絡会会員、沿岸部区長2名（興津・志和）他）
予 算 額：研修旅費（宿泊費・日当・航空費）1,694千円
　　　　　使用料及び賃借料（バス借上料等）315千円
　　　　　その他経費（賃金・需用費）26千円

588 

0 計 2,035 

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

節 細節名称（ 予算書説明欄 ） 予 算 額

1,447 

▲ 39 
14

区長会臨時賃金

予算書頁 9 ページ　　～ 9

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
国 県 地 方 債 そ の 他 一般財源 ページ

目名 地域振興費
事　業　名 区長連絡会視察研修事業 所 管 課 名 企画課

項 1 目 6

588 

■ 目 的（趣旨）

会　計　名 一般会計 款 2

新・継
予 算 額

継

　四万十町区長連絡会では、毎年、テーマを掲げて視察研修事業を実施
している。例年、町所有のバス利用を基本とした計画により実施してい
るが、本年に入り内閣府の検討会が示した津波の予想数値を受け、津波
をはじめとする南海地震対策が急務であることから、本年度は東日本大
震災による被災を受けた南東北地方への視察を実施するものである。

既決

今回 1,447 
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平成24年度　６月補正予算資料

単位：千円

5月 四万十町地産地消外商協議会総会の開催

6月下旬 首都圏大手ｺﾝﾋﾞﾆ会社への商談状況及び工場等視察

10～2月 県内外の取引業者への販売促進営業活動の実施(2～3回程度)

6～3月 都市部での販促活動委託。 　

単位：千円

42,492 

新年度に入り県の事業認可となったため、6月補正計上とした。

事業主体　(株)四万十ドラマ
総事業費　8,652千円
補助金額　8,652千円×5/6（県2/3＋町1/6）＝7,210千円
雇用者数　2名

計

12,042 

平26以降

全

体

計

画

等
平25平24

平成22年度～平成23年度  「ふるさと雇用再生特別基金事業」として
                         委託（全額県補助）により実施
平成25年度　事業費8,652千円×2/3（県1/2＋町1/6）＝5,768千円
平成26年度　事業費8,652千円×1/2（県1/3＋町1/6）＝4,326千円

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

5,768 4,326 11,276 

■ 目 的（趣旨）

県

　栗、お茶、椎茸、ゆず等、豊かな地域資源を活かした「加工品の開
発・販路拡大」を通じ、地域資源のブランドを形成していくための雇
用に対する補助。
 
　○地域資源を活かした加工による商品開発及び営業活動
　○地域資源等のブランド化の取り組み
　○地元加工の仕組みつくり及び雇用の確保拡大

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

計 11,276 0 9,021 

今回 7,210 5,768 

新

　大正十和地域を中心とした、農林水産物の新たな県外市場の販路開
拓、新商品の開発、商品の高付加価値化などに取り組むことで、中山
間地域の小規模農家の生産意欲の向上と所得増加を図る。また、刻一
刻と変化する市場の状況や消費者の動向にいち早く対応し、生産・加
工を目的とするだけでなく、商品の出口をしっかりと確保し、生産～
加工～販売～消費という流通システムを構築することを目指す。

既決

今回 7,911 7,911 

3

0 

■ 目 的（趣旨）

会　計　名 一般会計 款 6

新・継
予 算 額

目名 農業振興費
事　業　名 江師加工場及び江師実験場管理・運営事業 所 管 課 名 農林水産課（大正産業建設課）

項 1 目

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
国 県 地 方 債 そ の 他 一般財源 ページ

節 細節名称（ 予算書説明欄 ） 予 算 額

予算書頁 9 ページ　　～ 10

　非常勤職員として一名を雇用し、「四万十町江師農林水産物集出荷
加工場」及び｢四万十町江師園芸作物実験場｣の管理・運営を行うとと
もに、四万十町地産地消外商協議会の事務局を担う。
　また、大都市圏及び県内の量販店・コンビニ・ネット販売会社・食
品加工企業等に加工試作品や生鮮野菜等のサンプルを提供し、販売促
進営業活動を行う。あわせて、四万十町地産地消外商協議会へ新たな
販路の開拓、市場調査等情報収集を目的とした、東京都内及び大阪で
の販促活動、商品開発・企画について委託を行う。

0 

0 

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

通行料・駐車料 5 

0 7,911 
13 販売促進活動委託料 5,494 
14

計 7,911 0 0 

その他事務費

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

40 

臨時賃金 1,952 
9 普通旅費 420 
7

平23

予 算 額

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

3-①  人と自然にやさしい農業の推進

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平22以前

0 0 

平26以降 計

2,595 13,101 

平24 平25

7,911 2,595 

産業振興推進ふるさと雇用補助事業（農業分野）

項

県 地 方 債

3,253 

 四万十町産業振興推進ふるさと雇用事業費補助
金交付要綱

産業振興推進ふるさと雇用事業費補助金

(政策的主要事業等の概要説明資料)

 生活者や来訪者にほんものを提供する商
業・サービス業の再生

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

3-④

3

予算書頁 10

目名

所 管 課 名

産業振興推進ふるさと雇用事業費補助金

総合振興計画の施策大綱別位置付け

款

歳 出 予 算 内 訳
ページ　　～ 10

節

19
813 既決

継
4,066 

2,255 0 0 

会　計　名 一般会計

新・継 財 源 内 訳

1 目

事　業　名

予 算 額
国

6 農業振興費

7,210 

農林水産課（十和産業建設課）

一般財源そ の 他

細節名称（ 予算書説明欄 ）

ページ

1,442 

9,080 

平22以前 平23

5,768 
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平成24年度　６月補正予算資料 (政策的主要事業等の概要説明資料)
単位：千円

H21年度…旧３町村の生産者や関係団体で協議会を設置し計画づくり

H22年度…計画書「四万十町スタイル」に基づく事業実施

H23年度…アンテナショップの整備に向けた協議

H24年度～…アンテナショップ整備及び運営管理体制の構築 　

単位：千円

平成24年度から平成26年度までの継続事業

　
平24 平25 平26

19

　県の新規事業を活用し、本町の施設園芸農業の一層の振興を図ると
ともに中古ハウス活用による意欲ある生産者への流動化を促進する。
・園芸用ハウスの長期活用
・新規就農者の営農開始時の初期投資軽減
・流動化による耕作放棄地防止

別添資料 頁

3,300 0 

計
 町園芸用ハウス活用促進事業費補助金交付要綱

0 0 3,300 3,300 

平23平22以前

園芸用ハウス活用促進事業費補助金

節 細節名称（ 予算書説明欄 ） 予 算 額

3,300 

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

３-①  人と自然に優しい農業の推進

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

0 0 
10 ページ　　～ 10

新・継
予 算 額

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
新 国 ページ地 方 債 そ の 他 一般財源

農業振興費
事　業　名 園芸用ハウス流動化等促進整備事業 所 管 課 名 農林水産課

予算書頁

会　計　名 一般会計 款

50,643 2,660 

全

体

計

画

等

３-①

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

計

3 目名

 人と自然に優しい農業の推進

継

平22以前 平23 平25 平26以降平24

予 算 額
財 源 内 訳

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

別添資料 頁 なし

ページ　　～

14 アンテナショップ借上料

目

県

計 17,423 

ページ

9,900 節 細節名称（ 予算書説明欄 ） 予 算 額

3款

歳 出 予 算 内 訳
国 10

農業振興費
拠点ビジネス体制整備事業 農林水産課

6 目

3,300 9,900 

地 方 債 そ の 他 一般財源

9,900 

7,000 

県

6 項 1

計 0 
■ 目 的（趣旨）

1,650 0 

■ 補正内容（概要）等

0 0 0 
■ 目 的（趣旨）

17,423 

1,650 

0 

　平成２１年度より高知県産振事業の支援を受け取り組んでいる「四
万十町拠点ビジネス体制整備事業」で都市部（高知市）での消費者や
外食産業への産品販売及び観光・交流のための情報発信施設としての
アンテナショップ計画を、関係者で協議・検討し、四万十町をまるご
と発信できるような体制、施設運営、整備に向け取り組んでいくな
か、当初の予定より内装・外装工事や四万十ヒノキを使った陳列棚等
の整備による費用が増額となり、また、コンセプトづくりなどへの費
用が発生したため増額するもの。

8,000 

　自己所有のハウス以外に中古ハウスを長期活用するため、改良に要
した経費に対し補助を行う。
（本年度総事業費6,600千円、面積20a、1棟）

【補助対象経費】本体資材（主骨材・止水シート等）、附帯設備（暖
　房・電照・灌水設備等）
【対象者】新規就農者及び規模拡大農業者
【補助率】県1/4、町1/4

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

県 園芸用ハウス流動化等促進整備事業費補助金

7,523 7,523 

17,423 

なし

1,650 

19 拠点ビジネス体制整備事業費補助金 1,623 

10

5,900 

目名

予算書頁

総合振興計画の施策大綱別位置付け

事　業　名

既決

今回

会　計　名 一般会計

新・継

〇アンテナショップ借上料（アンテナショップ用店舗の借上）
　　賃借料　5,900千円（家賃：売上（目標）50,000千円×10％、敷金：900千円）
　　今回補正計上額（所要額-既決）　5,900千円

〇拠点ビジネス体制整備事業費補助金（アンテナショップ計画のための施設選定、管理・運営体制の構築）
　　備品購入　　　　5,877千円（陳列棚・内装備品、ポスレジ、冷凍・冷蔵･酒用ショーケース、冷凍･冷蔵庫）
　　広報等　　　　　　740千円（テレビＣＭ等）
　　内装整備　　　　3,826千円（間仕切り・キッチン整備、内装・外装整備工事）
　　コンセプト費用　1,080千円（アンテナショップのコンセプト作成）
    今回補正計上額（所要額-既決）　1,623千円

85,726 

項 1

既決

1,650 今回 1,650 3,300 
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平成24年度　６月補正予算資料 (政策的主要事業等の概要説明資料)

単位：千円

平成24年度単年度事業（県の補助金交付要綱が平成24年度まで）

　

単位：千円

平成24年度、25年度の2年間で、各集落において人・農地プラン

（地域農業マスタープラン）を作成する。

　

0 0 900 900 0 1,800 

平23 平24 平25 平26以降 計  町地域農業マスタープラン作成等検討会設置要
綱

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

３-①  人と自然に優しい農業の推進

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平22以前

890 

　本年度から事業実施される、人・農地プラン（地域農業マスタープラン）の
作成及び推進に対する事務経費。
　現在、本町の集落では高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加など「人と農
地の問題」があり、１０年後の展望が描けない、又、不安を感じるという問題
を抱えている。この「人と農地の問題」を解決するため、集落の話し合いを通
じて、今後集落の中心となる経営体の位置づけや農地の集積、集落農業のあり
方などを盛り込んだ「人・農地プラン」を作成し、この「人・農地プラン」に
位置づけされた担い手や新規就農者、集積協力者に国（県）の支援策を導入し
ていくもの。

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁

　人・農地プランの周知については、５月下旬の区長文書でチラシを
配布、以後区長会での説明、集落営農組織等（代表者）への周知等を
行い、説明会希望や問合せがあった各集落で説明会等を実施する。
又、推進に当たっては関係機関との連携を図り取組みを実施する。
　プランの作成については、各集落で作成されたプラン原案を作成等
検討会（委員16名を予定）で審査・検討をして町が正式に決定する。

＊臨時賃金（680千円）については、他事業（一般財源）からの組替の
ため、新たな予算増額とはならない。

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

県 地域農業マスタープラン作成事業費補助金

なし

10 7 臨時賃金 680 
■ 目 的（趣旨） 9 費用弁償 7 

173 

10 1 人・農地プラン作成等検討会委員報酬 40 

11 消耗品費

計 900 0 890 0 0 

0 節 細節名称（ 予算書説明欄 ） 予 算 額

今回 900 890 

既決 0 
9 ページ　　～ 10

新・継
予 算 額

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
新 国 ページ県 地 方 債 そ の 他 一般財源

目名 農業振興費一般会計 款 6

予算書頁

事　業　名 戸別所得補償経営安定推進事業（人・農地プラン） 所 管 課 名 農林水産課

項 1 目 3会　計　名

0 0 664 0 0 664 

平23 平24 平25 平26以降 計  町有望品目産地づくりモデル事業費補助金交付
要綱

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

３-①  人と自然に優しい農業の推進

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平22以前

県 まとまりづくり産地整備事業費補助金 332 

　本年度、産地育成支援として、水稲後作地・葉タバコ廃作者への園
芸品目導入支援を実施する。（本年度総事業費997千円、面積248a、葉
タバコ廃作農家3戸）

【補助対象経費】種苗費、肥料費、資材費等
【対象者】３戸以上の農業者の組織する団体
【補助率】県1/3、町1/3

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

　県の新規事業を活用し、本町に適した園芸農業（有望品目）による
産地づくりを推進するために、農業者や野菜出荷団体による有望品目
の導入活動や販売促進活動に対して補助を行う。

■ 目 的（趣旨）

有望品目産地づくりモデル事業費補助金 664 
計 664 0 332 0 0 332 

細節名称（ 予算書説明欄 ） 予 算 額

332 19今回 664 332 

10 ページ

既決 0 0 節

新 一般財源 予算書頁 10 ページ　　～国 県 地 方 債 そ の 他

1 目

新・継
予 算 額

財 源 内 訳

事　業　名 まとまりづくり産地整備事業

会　計　名 一般会計 款 6 項 3

歳 出 予 算 内 訳

目名 農業振興費
農林水産課所 管 課 名
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平成24年度　６月補正予算資料 (政策的主要事業等の概要説明資料)

単位：千円

平成23年度…設計委託

平成24年度…耐震工事着手～完成

完成後…森林組合へ無償譲渡（平成24年度末を予定）

　

単位：千円

平成24年度　貸付

平成28年度　償還開始

平成33年度　償還終了

　
平26以降 計

0 0 100,000 0 0 100,000 

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

3－②
 四万十式高密度作業路網をはじめ地域の
持ち味を活かした林業の振興

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平22以前 平23 平24 平25

平成24年3月議会にて、陳情一部採択（貸付金）

貸付金　：　100,000千円　（無利子）

返済期間　：　10年間（4年据置、6年の均等払い）

0 1,512 31,678 0 0 33,190 

平23 平24 平25 平26以降 計

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

3－②
 四万十式高密度作業路網をはじめ地域の
持ち味を活かした林業の振興

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平22以前

（工事請負費）
　　耐震補強工事費の追加＝3,675千円
　[当初　27,027千円＋補正　3,675千円＝合計　30,702千円]

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

　平成24年4月に委託設計が完了したことに伴い、耐震診断評定審査会
の指摘による補強箇所の追加等を反映した設計に基づき、補強工事を
実施するもの。

4,678 
■ 目 的（趣旨）

3,675 15 十和林業研修センター耐震補強工事費 3,675 
計 31,678 0 0 0 27,000 

1,003 節 細節名称（ 予算書説明欄 ） 予 算 額

今回 3,675 

既決 28,003 27,000 
10 ページ　　～ 10

新・継
予 算 額

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
継 国 ページ県 地 方 債 そ の 他 一般財源

目名 林業振興費一般会計 款 6

予算書頁

事　業　名 十和林業研修センター耐震補強工事 所 管 課 名 農林水産課

項 2 目 2会　計　名

款 6 2 目名 林業振興費項 2 目

事　業　名 森林組合運営強化資金貸付事業

会　計　名 一般会計

国 県 地 方 債

細節名称（ 予算書説明欄 ）

所 管 課 名 農林水産課
新・継

予 算 額

0 節既決 0 予 算 額

今回 100,000 

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
新

100,000 21
100,000 

ページ　　～ 11そ の 他 一般財源 予算書頁 10

四万十町森林組合運営強化資金貸付金 100,000 

ページ

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

　四万十町森林組合は、4月1日に合併を行い組合員数3,127人、森林面
積56,169ha、事業規模等も県下最大級の森林組合となった。また、地
域林業の中心的存在であり、森林整備はもちろんのこと、四万十ヒノ
の集成材の販売促進など、幅広く取組んでいる。
　しかしながら、近年の木材価格の低迷等により、森林整備や森林の
持つ公益的機能の発揮が十分でないなど、林業情勢は依然厳しい状況
が続いている。このような状況の中、合併により、事業規模の拡大
や、安定した事業地の確保、雇用の確保など、森林組合に対する地域
の期待は大きいものがある。そのためにも、組織や経営基盤を強化
し、更なる事業展開を目指すためにも、一定の支援を行い経営基盤の
強化と、安定した事業展開を早期に確立し、本町の豊かな森林資源の
活用と適切な森林整備を促進する。

計 100,000 0 0 0 
■ 目 的（趣旨）

0 
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平成24年度　６月補正予算資料

単位：千円

新年度に入り県の事業認可となったため、6月補正計上とした。

事業主体　(株)四万十ドラマ
総事業費　9,460千円
補助金額　9,460千円×5/6（県2/3＋町1/6）＝7,883千円
雇用者数　2名

全

体

計

画

等
平22以前

4,550 8,739 

会　計　名 一般会計 款

財 源 内 訳

事　業　名

新・継

計

既決

今回

県

7,883 6,306 
7,883 0 

0 0 

予 算 額
一般財源継 国 地 方 債 そ の 他

0 1,577 
1,577 

歳 出 予 算 内 訳
予算書頁 11 ページ　　～ 11 ページ

予 算 額

項 1 目

産業振興推進ふるさと雇用補助事業(観光分野）
7 目名 観光費

商工観光課（十和産業建設課）所 管 課 名

3

節 細節名称（ 予算書説明欄 ）

19 産業振興推進ふるさと雇用事業費補助金 7,883 
6,306 

産業振興推進ふるさと雇用事業費補助金県

■ 目 的（趣旨）

　高速道路の延伸に合わせ、通過型の観光から滞在型の観光へのシフ
トを行うための情報提供・案内が可能な人材の雇用に対する補助。
○地域情報の提供・発信ができる人材を育成し、観光客の観光案内に
　よる町内誘導を実施する。
○地域ガイドとして地元の体験メニューの開発・実施を行う。
○町内の産品の紹介を行い、町の物産の宣伝活動を行う。
○観光案内業務や地域ガイドの先進的取り組みの視察。

総合振興計画の施策大綱別位置付け

4-③  地域間交流・国際交流の推進

平成22年度～平成23年度  「ふるさと雇用再生特別基金事業」として
                         委託（全額県補助）により実施
平成25年度　事業費9,460千円×2/3（県1/2＋町1/6）＝6,306千円
平成26年度　事業費9,460千円×1/2（県1/3＋町1/6）＝4,730千円

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

6,306 

平23 平24 平25

7,883 6,306 

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

なし

(政策的主要事業等の概要説明資料)

 四万十町産業振興推進ふるさと雇用事業費補助
金交付要綱4,730 32,208 

平26 計

0 
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平成24年度　６月補正予算資料

単位：千円

H24　地域防災計画案の作成

H25　四万十町防災会議による決定

　

単位：千円

　

0 9,475 

　南海トラフの巨大地震モデルの想定等により、これまでの津波高及
び浸水区域が大幅に拡大する見込みであるため、早急な見直しが必要
となった。今後の詳細な公表を受け見直すこととしていた興津地区及
び町計画の策定費用を６月補正に追加計上し、前倒しして本年度内の
策定を目指す。（志和地区については当初計上）
（当初計上）志和地区津波避難補完調査　　　（６月補正）
（６月補正）興津地区津波避難補完調査　　　四万十町津波避難計画
（６月補正）興津志和地区標高マップ作成

0 
13

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

■ 目 的（趣旨）

　国の南海トラフの巨大地震モデルの想定や、県の浸水予測等によ
り、津波被害が拡大する見込みである興津及び志和地区について、地
区ごとの「逃げる」対策を中心とした津波避難計画の見直しを行い、
併せて町津波避難計画へ反映させ、想定される津波災害から確実に生
命を護る対策に取り組む。

計

11

9,475 0 6,316 

　災害対策基本法に基づき、平成２０年３月に策定した現計画につい
て、東日本大震災を教訓とした南海地震対策への対応や、高知県地域
防災計画との調整も含め再検討することとし、迅速に現状計画の見直
しを行い、地域住民の生命、身体及び財産を災害から護り、住民生活
の安定確保を図る計画を策定する。

既決

今回 3,864 3,864 

4

0 

歳 出 予 算 内 訳

防災費
総務課（防災対策室）

ページ

会　計　名 一般会計 款 9

新・継

新

事　業　名 地域防災計画策定業務

地 方 債 そ の 他 一般財源

予 算 額

目名項 1 目

予算書頁

所 管 課 名

ページ　　～
予 算 額

財 源 内 訳

国 県 11
節

地域防災計画策定委託料 3,864 

細節名称（ 予算書説明欄 ）

13

　国が公表した南海トラフの巨大地震モデルの想定や、県の津波浸水
予測等により、地震・津波災害の南海地震対策について早急な見直し
が必要となっている。震災対策編の南海地震対策を中心に、現状の避
難場所などの調整、また、見直し予定である高知県の計画との調整も
含めた地域防災計画を早急に進めるため６月補正計上とした。

0 

なし

■ 目 的（趣旨）

0 3,864 

全

体

計

画

等

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

計 3,864 0 0 0 

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁

平22以前

総合振興計画の施策大綱別位置付け

１-④

平24平23

 災害等に備える安全のまちづくり

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平26以降 計
 　災害対策基本法

0 3,864 

平25

3,864 

平23

0 0 

0 

3,929 

一般会計

9,475 

0 0 

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平22以前

　志和・興津地区の現計画を補完調査により再検討を加え、本年
度内に町津波避難計画の見直しを行う。

１-④

平25 平26以降平24
 （高知県市町村津波避難計画策定指針案）

計

(政策的主要事業等の概要説明資料)

 災害等に備える安全のまちづくり

3,929 

総合振興計画の施策大綱別位置付け

所 管 課 名

歳 出 予 算 内 訳
津波避難計画等策定事業

款会　計　名 防災費
総務課（防災対策室）

4 目名

事　業　名

9

拡 国

2,387 

県

1 目項

財 源 内 訳
予 算 額

特

 四万十町
津波避難計画策定委託料

1,239 

 興津・志和地区
標高マップ作成委託料

1,200 

県

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

津波避難対策推進事業費補助金

ページ

1,965 

ページ　　～ 11予算書頁 11
予 算 額

3,455 

節 細節名称（ 予算書説明欄 ）

3,159 
 興津地区
津波避難補完調査委託料

地 方 債 一般財源そ の 他

1,194 

0 

3,581 

0 

既決

今回 5,894 

全

体

計

画

等

新・継
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平成24年度　６月補正予算資料 (政策的主要事業等の概要説明資料)

単位：千円

（当初） （6月補正） （補正後）

測量設計 12,285千円 7,709千円 19,994千円

工事費 30,000千円 30,000千円

用地費  1,500千円 3,500千円  5,000千円

補償費  1,500千円 3,500千円  5,000千円

（事業費計） 45,285千円　14,709千円 59,994千円

興津向山地区全体の整備予定

・避難路…車道300ｍ、歩道333ｍ

・避難広場…500㎡ ・用地取得及び支障木等補償

・橋梁耐震化…用水路5箇所 　

14,700 

4,410 

13
94 0 

3,500 17

津波避難路等測量設計委託料

0 

(津波避難施設整備)

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

款 9 項

7,709 
9 

拡
既決

1 目

興津地区

ページ

節 細節名称（ 予算書説明欄 ）

予算書頁 ページ　　～ 1211
予 算 額

総務課（防災対策室）

14,700 

興津（向山）地区津波避難路等整備事業
一般会計

一般財源

特

町債

　津波避難場所（興津中）の見直しに伴い、整備予定である興津向山地区
の津波避難路及び避難広場について、有利な地方債を活用した事業計画を
策定し、事業の加速化と新たな想定にも対応できる津波避難対策を講じ
る。

津波避難路用地購入費

緊急防災・減災事業債別添資料 頁 10

○興津向山避難路等整備事業
　事業の加速化と緊急防災・減災事業債を有効活用するため、本
年度に全体事業費を計上し早期に工事着手を行う。今回の補正で
は測量設計と用地取得経費の総額見込みに対する追加計上を行
い、測量設計等の成果に基づき全体工事費については９月補正対
応とする予定。

※緊急防災・減災事業債について（交付税算入率…70％）
　東日本大震災復興特別枠で計上された平成25年度までの起債事
業で、計画上の配分枠は翌年度に（H24→H25）約1/10に減少する
ため、本年度に全額要望し計画策定を行う。

22

所 管 課 名

防災費4 目名

歳 出 予 算 内 訳
予 算 額

事　業　名

会　計　名

85 45,200 

財 源 内 訳

国 県 地 方 債 そ の 他

新・継

今回 14,709 

平25平24

■ 補正内容（概要）等

計 59,994 

平23 平26以降平22以前

45,285 

0 0 59,900 
■ 目 的（趣旨）

全

体

計

画

等

 災害等に備える安全のまちづくり

総合振興計画の施策大綱別位置付け

１-④

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

津波避難路支障木等補償金 3,500 

計

254,404 0 190,000 59,994 
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平成24年度　６月補正予算資料

単位：千円

6月下旬～　受講者募集→決定

8月：基礎研修（夏休みに2日間）

9月～11月：実技、実地研修（3日間）

12月：専門研修（県立図書館1日） 　

新

　本好きで、読書活動に意欲のある中学生及び小学生（５･６年）を対
象に、「子ども司書」養成講座を実施、養成し、学校や家庭内で読書
の楽しさや大切さを広めていくとともに、将来において図書館司書や
地域の読書ボランティアとして活躍するなど、次世代の読書リーダー
づくりを目指すことを目的とする。

既決

今回 100 100 0 

5

0 

■ 目 的（趣旨）

会　計　名 一般会計 款 10

新・継
予 算 額

目名 図書館・美術館費
事　業　名 子ども司書養成事業 所 管 課 名 生涯学習課

項 5 目

財 源 内 訳 歳 出 予 算 内 訳
国 県 地 方 債 そ の 他 一般財源 ページ

節 細節名称（ 予算書説明欄 ） 予 算 額

予算書頁 12 ページ　　～ 12

・講座講師謝金　5名×7,000円＝35,000円
・講師交通費　5,000円
・消耗品費　11,000円
・講座参加者傷害保険料　15名×600円＝9,000円
・車借上料（県立図書館往復1日）40,000円

※新年度に入り県より委託事業の要請があり実施するもので、８月か
らの講座を実施する必要があることから、６月補正計上とした。

0 

0 

■ 補正内容（概要）等 別添資料 頁 なし

子ども司書保険料 9 

0 0 
11 消耗品費 11 
12

計 100 0 100 

車借上料14

県

歳 入 「 特 定 財 源 」 内 訳

40 

子ども司書養成講師謝金 35 
9 普通旅費 5 
8

全

体

計

画

等

総合振興計画の施策大綱別位置付け

2-①
2-②

 地域の暮らしに誇りを持った自発的主体的な学習
 生涯学習、芸術文化活動、生涯スポーツの振興

平22以前

0 0 

平23

100 0 0 100 

(政策的主要事業等の概要説明資料)

備 考 欄 ( 根 拠 法 令 ・ 条 例 等 )

平26以降 計  【県】「子ども司書」養成講座実施委託要綱平24 平25

子ども司書養成講座委託金 100 

平成24年度実施計画 
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予算別添資料 [ 興津（向山）地区津波避難路整備事業 ]

興津中学校

平成24年度
興津地区津波対策避難広場・避難経路用地測量・工事施行位置図

避難広場
Ａ＝500㎡

用水路(5箇所)の
橋梁耐震化

【歩道】
L＝２１０ｍ

【車道】
L＝３００ｍ

【歩道】
L＝９６ｍ

【歩道】
L＝２７ｍ
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